３．事業報告
（以後の記述においては、「☆」を付けて担当部局を記した）
（１）公益①
Ａ．概要
ア．公益①では、視覚障害に関する啓発及び視覚障害者の生活を支援する各種事業を行った。
イ．視覚障害当事者への情報提供のみならず、啓発活動を通じて、一般市民に対する視覚障害についての正しい知識の普及に努めた。また、中途視覚障害者を中心とした相談活動等を通じて、京都府内で暮らす視覚障害者がより多く社会参加できるよう支援した。
Ｂ．自主事業
ア．視覚障害情報誌《点字京都》の発行☆情報宣伝部
ａ．点字版・墨字版・録音テープ版・デイジーＣＤ版・Ｅメール版
をそれぞれ発行し、希望者に届けた。
ｂ．第６２３号～第６３４号及び号外を３回発行した。
イ．三療学術研修会の開催☆三療部
亀岡市で学術研修会を実施した他、三療学術講座を４日間に渡って開催した。
ウ．失明予防講演会の開催☆地域支援部
本年度も２ヶ所で開催した。
エ．視覚障害者更生訓練事業の実施☆地域支援部
本年度も「視覚障害者ふれあいのつどい」として、府内４ヶ所で実施した。
オ．第２３回京都視覚障害者文化祭典☆文化部
２月１０日　京都ライトハウス
カ．街角点字教室☆事務局
京都市内５会場で実施した。
キ．役員研修会及び指導者研修会の開催☆事業企画部
ａ．役員研修会　　　　　１０月２１日　福知山市総合福祉会館
ｂ．指導者研修会　　　２月２日～３日　ホテル本能寺
ク．各種スポーツ大会の開催☆スポーツ部
京視協ゴールボール大会　
２月１７日　京都市障害者スポーツセンター
ケ．各種スポーツ大会への派遣等☆スポーツ部
ａ．盲社会人野球（ｸﾞﾗﾝﾄﾞｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）選手強化事業
ｂ．第５０回近畿視覚障害者ｸﾞﾗﾝﾄﾞｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会
５月２７日　大阪府立久宝寺緑地陸上競技場
ｃ．第３４回近畿視覚障害者ﾌﾛｱﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会
１１月１８日　大阪市舞洲障害者スポーツセンター
ｄ．第５０回近畿視覚障害者卓球大会
１１月２５日　奈良県心身障害者福祉センター
Ｃ．受託事業
ア．京都市中途失明者生活指導員派遣事業☆事務局
ａ．京都ライトハウスと共催の福祉関係者向け研修会、医療関係者向　け研修会を今年度も開催した。結果、ホームヘルパー事業所での個別研修会の依頼や、医療機関からの新規相談者紹介の増加など、明確な成果が得られている。
ｂ．福知山市民病院開催の見えにくくなってきた方のための院内相談　会に協力した。半年に１度定例開催されるようになって２年目となるが、病院関係者が企画内容を工夫し、地域の当事者や支援者の協力を得ながら運営する形ができつつあり、今後、府内他地域においても同様の機会ができるよう働きかけていきたい。
ｃ．不安を感じている当事者が気軽に話し思いを共有できる場として、サロンを２回開催した。初回は相談員が企画・開催し、２回目は当事者が運営する形を取った。参加者からは家族にも話せない辛い思いや、不安な気持ちを話せて良かったと好評で継続的な開催をしていきたい。
ｄ．眼が見えにくくなった後の生活を左右するとも言えるであろう視　覚障害リハビリテーションを受けられる機会が地域によって十分保障されていない現状を懸念し、研修会や研究大会に積極的に参加した。リハビリテーション従事者、関係者との意見交換や連携を通じて、どこにいてもリハビリが受けられるようなシステムを目指していきたい。
イ．視覚障害高齢者社会生活教室の開催☆高齢部
ａ．本部開催
第１回高齢者福祉のつどい１１月１５日　京都ライトハウス
第２回高齢者福祉のつどい　３月　７日　京都ライトハウス
高齢部役員研修会　   　 １０月２６日　京都伝統工芸大学校
ｂ．地域開催　　　　　　　　　 京都府内５地域、京都市内９地域
ウ．京都府盲婦人家庭生活訓練事業等☆女性部　　　　　　　 ７地域
エ．京都市視覚障害者家庭生活訓練事業等☆女性部
ａ．本部開催　　４教室
ｂ．地域開催　　９地域
オ．盲青年等社会生活教室☆青年部
京都府内３地域、京都市内１１地域
カ．視覚障害者スポーツ大会事業☆スポーツ部
第４４回京都視覚障害者体育大会　９月３０日　楽只小学校　（暴風警報発令により中止）
キ．点訳奉仕員養成等☆市民啓発部
ａ．点訳奉仕員養成講習会（京都府内開催分）　　２地域
ｂ．点訳奉仕員認定試験　（京都府内開催分）
府内北部会場　９月１６日　綾部市市民ホール
府内南部会場　９月１６日　京都ライトハウス
ｃ．点訳奉仕員講師養成事業　点字指導者研修会
開催地域　北部、南部
ク．中途失明者対象訓練諸事業☆事務局
ａ．京都府中途失明者点字講習会　　　　　　　　３地域
ｂ．京都府パソコン講習会　　　　　　　　　　　２地域
ｃ．京都府パソコン指導者講習会　　　　　　　　２地域
ｄ．京都府デイジー講習会　　　　　　　　　　　５地域
ｅ．京都府その他携帯電話等最新機器講習会　　　１地域
ｆ．京都市中途失明者点字講習会　　　　　　　　　３回
ｇ．京都市パソコン講習会　　　　　　　　　　　　３回
ｈ．京都市デイジー講習会　　　　　　　　　　　　３回
ｉ．京都市その他携帯電話等最新機器講習会　　　　３回
ケ．京都市成人講座　        　　　　　　　　　１１会場
コ．京都市点字広報等発行事業
「京都市障害保健福祉のしおり」の点字版・テープ版・デイジーＣ　　Ｄ版を発行した。
サ．ヘルスキーパー普及支援フォローアップ事業☆三療部
事業規模の縮小や委託費の減少がされたものの、今年度も京都市から本会に事業運営が委託された。企業や老人福祉施設に、２名のヘルスキーパーを派遣した。なお、ヘルスキーパーのつながりを作り組織化するための取り組みとして、交流集会を３回企画運営し、今後も活動を継続することとした。
（２）公益②
Ａ．概要
ア．公益②事業では、視覚障害者へのガイドヘルパー派遣及びガイドヘルパー養成講習会の開催を行った。
イ．同行援護開始から１年半経過したが、利用者のニーズにそった支給決定がされることや、また、新規の利用相談件数も伸び続けていることにより派遣時間が延び続けている。
ウ. 今後利用が増え続けると、需要と供給のバランスが取れなくなる可能性があり、早急にガイドヘルパーを増やすことにもさらに力をいれなければならない。また、研修による登録ガイドヘルパーの増員は図ってはいるが、地域による片寄りがあり利用申込みが全面的に受入れできる状況には至っていない現状がある。
エ. 同行援護に切り替わることで利用者負担が発生する利用者に対して、引き続き移動支援事業を継続するという自治体もある。
オ．同行援護の「身体介護を伴う」の基準が、これまでの移動支援事業の「身体介護を伴う」のそれより広がったことにより、京視協ガイドヘルプステーションの多くの利用者が「伴う」に該当することとなった。
カ. 今年度からガイドヘルパー養成研修の管轄が京都府一括となったため、京都府に対し京都市域での養成研修の継続実施を働きかけ、京都府委託の「同行援護従業者養成研修」を府内３会場で実施した。また、指定研修開催に向けた制度の整備も要望した。
キ． 今年度より新たに、京都市からの委託を受け、京都市内の同行援護事業所等に所属するヘルパー等に対して、京都市視覚障害者ガイドヘルパー現任研修を実施した。
ク．日盲連内に組織された『同行援護事業所等連絡会』に役員１名、職員２名を運営委員として派遣した。
Ｂ．ガイドヘルパー養成等
ア．京都府視覚障害者ガイドヘルパー養成研修の受託  　３会場
イ．京都市視覚障害者ガイドヘルパー現任研修の受託　　全３回
ウ．外部講師派遣　          　１回
エ．登録ヘルパー現任研修　　１０回
オ．新規登録ヘルパー説明会　　３回
Ｃ．会議・打ち合わせ等
ア．行政との折衝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ４回
イ．日盲連同行援護等事業所等連絡会研修会への参加　　　  ２回
ウ．日盲連同行援護等事業所等連絡会運営委員会への参加　  ７回
Ｄ．居宅支援事業所情報提供事業（ガイドヘルパーネットワーク事業）
　                                    利用登録者数　　　 ７００名
　                                    登録ヘルパー　　　 ４６７名
派遣件数　　　　　　 ２１件
Ｅ．文書発行
　対外文書　　　　ガ甲　　５３号
対内文書　　　　ガ乙　　２９号
ガイドヘルパー宛文書　　１２回
利用者宛文書　　　　　　　２回
Ｆ．京都府内視覚障害者ガイドヘルパー派遣実績
（２０１３年３月３１日現在）
	地域
	利用者数
	派遣件数
	派遣時間数
	登録ヘルパー数

	京都市
	683
	25,307
	80,244.50
	313

	府北部
	32
	665
	2,835.50
	35

	府南部
	152
	5,295
	21,398.50
	87

	乙訓
	45
	1,546
	4,532.75
	28

	その他
	12
	75
	366.00
	4

	計
	924
	32,888
	109,377.25
	467


（３）収益①
Ａ．概要
ア．収益①事業では、本会会員の視覚障害者三療家が、鍼・灸・マッサージによる治療を健康保険を利用して行った際の請求代行業務を行った。
イ．景気が低迷する中で、取り扱い件数の減少傾向に歯止めがかからない状態を克服できていない。同意書発行で医師の協力が得にくくなっていることが一つの要因と推測されるが、この分野での競争が激化し、その影響で患者数が減少していることが、最も大きな要因だと推測される。
Ｂ．保険審査会の活動
ア．厳正厳格な保険取り扱いの事務処理の審査機関としての役割を担うと共に、適正敏速な指導・支援と情報開示に努めた。
イ． 毎月審査会を開催すると共に、保険取り扱い講習会を１回開催した。
Ｃ．２０１２年度保険取り扱い状況
　　　  請求件数　　　　　　　 ８,４７９件
　　　　施術金額　　１７８,８４９,２１０円
　　　　請求金額　　１４４,４８４,４１８円
　　　　施術者数　　　　　　　　　７２４名
　　　　保険者数　　　　　　　　　７２５名
（４）収益②
Ａ．概要
ア．収益②事業では、行政発行物の点字版・録音版の製作及び発送を行った。
イ．以前から受託していた京都市の市民しんぶんや市会だよりの録音版製作に加えて、挟み込み等で不定期に発行されるお知らせや、視覚障害者が委員として参加している会議の資料についても、点字版・録音版の製作及び発送の受注に努力した。
ウ．本会会員であるかを問わず、視覚障害者に対して一般市民と同等の情報提供がなされることは、社会参加にとって不可欠である。情報が伝わらずに不利益を被ることがないよう、今後も京都府内各市町村に対して一般市民と同等の情報提供がなされるよう要望すると共に、その受け皿としての受注の拡大についてもより努力する必要がある。
Ｂ．主な制作物
ア．京都市「声の市民しんぶん」等の製作・配布
ａ．全市版及び各区版のテープ版・デイジーＣＤ版を毎月製作し配布した。
ｂ．「声の市会だより」のテープ版・デイジーＣＤ版を４回製作し配布した。
イ．濁り水や年末年始のごみ収集日変更など日常生活を送る上で不可欠なビラをはじめ、健康診査や消費生活総合センターのお知らせなど、一般家庭に市民しんぶんと共に配布される案内の点字版・テープ版・デイジーＣＤ版を製作した。また、衆議院議員選挙のお知らせ等の配布業務を行った。
（５）法人
Ａ．概要
ア．法人事業では、全会計の管理を行うと共に、会員の交流を深める事業や会議などを行った。
イ．事業としては、新年のつどいをはじめとする会員及び関係団体との交流や、総会・理事会等の会議を実施した。
Ｂ．新年のつどい            　　　　１月１０日　京都ライトハウス
Ｃ．第６５回全国盲人福祉大会　　　　６月　７日～９日　　　千葉県
Ｄ．地域団体訪問
　　 　 正副会長を中心に、本会との有機的連携を目指して地域団体の訪問を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　年間実績　計２１回
Ｅ．各種会議の開催
定時総会、理事会、正副会長会議、職員会議
その他必要に応じて、会議・打ち合わせなどを行った。
（６）厚生事業
Ａ．概要
厚生事業では、記念事業等準備資金・互助基金・弓削基金の各会計を運用した。
Ｂ．会員の互助活動
ア．慶弔
　　　　　　 結婚祝　　　　　　３件

　　　　　　 金婚祝　　　　　１０件

　　　　　　 銀婚祝　　　　　　３件

　　　　　　 米寿祝　　　　　１２件

　　　　　　 白寿祝　　　　　　０件

　　　　　　 傷病見舞　　　　３１件

　　　　　　 弔慰　　　　　　２１件

　　　　　　 餞別　　　　　　　０件

　　　　　　 火災見舞　　　　　０件

　　　　　　 風水害見舞　　　　０件

1． 今年度中に亡くなられた方々
　高鳥　善夫　　　様（右京地域）
　森永　正行　　　様（上京地域）
　藤井　一弘　　　様（北地域）
村上　六造　　　様（下京地域）
熊谷　ふじ　　　様（中京地域）
坂本　美江子　　様（中京地域）
玉中　修二　　　様（西京地域）
中村　宣也　　　様（西京地域）
宮木　ますみ　　様（西京地域）
渡辺　末男　　　様（西京地域）
尾久　加代　　　様（伏見地域）
田畑　平治　　　様（伏見地域）
藤井　涼子　　　様（伏見地域）
村上　利子　　　様（伏見地域）
山本　洋子　　　様（伏見地域）
上田　文子　　　様（京丹後地域）
椿野　冨貴子　　様（舞鶴地域）
新宮　栄一　　　様（綾部地域）
高橋　幸子　　　様（綾部地域）
　畠中　茂      　様（南丹京丹波地域）
福嶋　愼一    　様（南丹京丹波地域）
四方　幸枝　　　様（亀岡地域）
西田　アサノ  　様（亀岡地域）
松尾　明二　　　様（亀岡地域）
井上　博　　　　様（向日地域）
高木　泰子　　　様（大山崎地域）
柳原　竹盛　　　様（宇治地域）
山本　恵　　　　様（城陽地域）
木下　㐂代子　　様（京田辺地域）
Ｃ．表彰
（１）本会会長表彰者
ア．弓削賞
五十嵐　ユキ子　様（上京地域）
清本　　隆行　　様（舞鶴地域）
イ．本会活動援護功労表彰
財団法人 京都仏眼協会　様
上田 はる枝　　 様
野﨑 昭　　　　 様
